


































































（ 3），（ 4）において， c i（ x i）は企業 iの一般的な費用関数を表している。また，





















個別生産量の変化dx1 , dx2 ,… , dxnは（2）の各式を全微分して得られるn本の式，
（7）
を同時に満足していなければならない。（7）において， Y＝ （X，qY）／ qYであり，
また， XY＝

















によって表現される。ただし，A i＝1＋E（1－nsi）， B i＝X｛ si（n＋1）－1｝である。また，s iは
企業 iの市場占有率，すなわち，企業 iの生産量が市場全体の供給量に占める割合を表しており，
s i＝ x i／Xである。
ここで，（9）の右辺の符号について検討してみよう。仮定より， X＜0であり，また，均衡
の安定性の条件から成立する関係（6）より n＋E＋1＞0である。したがって，（9）の右辺の符







と表現される。（10）の右辺の符号は｛ 1＋E（1－n s i）｝ Yの符号に一致するが，その符号は第
１に Yの符号，すなわち，X財がY財の代替財であるか補完財であるかに依存し，第２に






















































これまでの分析から明らかにされたように， X Y＝ 0である場合には， Yの符号が正負どち
らであっても，（9）におけるA iが負であるときに不完全競争市場に特有な現象が生じる。これ
に対して， X Y≠ 0，すなわち，X財の逆需要関数の傾きがY財の価格に依存する場合には，A i
や Yの符号に加えて，Bi X Yの符号を考慮することがdxi／dqYの符号を判断するために要請さ





A i＜0 かつ　Bi X Y＜0 ならば　 dxi／dqY＜0
A i＜0 かつ　Bi X Y＞0 ならば　 dxi／dqYの符号は一意に決定しない
A i＞0 かつ　Bi X Y＞0 ならば　 dxi／dqY＞0
A i＞0 かつ　Bi X Y＜0 ならば　 dxi／dqYの符号は一意に決定しない
[2] Y＜0である場合
A i＜0 かつ　Bi X Y＞0 ならば　 dxi／dqY＞0
A i＜0 かつ　Bi X Y＜0 ならば　 dxi／dqYの符号は一意に決定しない
A i＞0 かつ　Bi X Y＞0 ならば　 dxi／dqYの符号は一意に決定しない
A i＞0 かつ　Bi X Y＜0 ならば　 dxi／dqY＜0
なお，B iの符号については，B iの定義より，
Bi 0 si 1／（n＋1） Bi＜0 si＜1／（n＋1）
が成立する。本稿では， X Y≠ 0のもとで不完全競争企業に特徴的な現象が生じる十分条件に
ついて， X Y＝0である場合に得られた結論と比較しながら考察を加えることにする。
上に示した諸変数の符号の関係より， Y＞0かつA i＜ 0であるとき，dxi／dqY＜ 0が成立す
るための十分条件は Bi X Y＜0が成立することである。同様に， Y＜0かつA i＜0であるとき，
dxi／dqY＞ 0が成立するための十分条件は Bi X Y＞ 0が成立することである。これらの十分条
件のもつ経済学的性質について次のように提示することができる。
【性質２】不完全競争企業に特徴的な現象，すなわち， X Y＝ 0のもとで， Y＞0であると
きに dxi／dqY＜ 0，および Y＜0であるときに dxi／dqY＞ 0となることが生じるための必要十
分条件A i＜ 0が成立すると仮定する。ここで， X Y≠ 0を仮定する。この仮定のもとで不完全
競争企業に特徴的な現象が生じるための十分条件は以下のとおりである。
[1] Y＞0であるとき
① X Y＞ 0であるならば，si＜1／n＋1であることが dxi／dqY＜ 0となるための十分条件にな
る。この条件は（11b）におけるEとsiの組合せに対してsiの上限に制約を加えるものである。






① X Y＞ 0であるならば，si＞1／n＋1であることが dxi／dqY＞ 0となるための十分条件にな
る。この条件は（14a）におけるすべてのEとsiの組合せにおいて成立すると同時に，（13b）を
満たすEとsiの組合せに対してsiの下限に制約を加えるものである。




















る。この大括弧における Yと X Yの係数は企業間で異なる符号をとる可能性が存在し，個別
均衡生産量の変化を表す式（9）と共通性が存在する。よって，Y財の価格上昇にともなってX
財生産企業 iの利潤は増加する場合と減少する場合の双方が考えられるのである。以下では，






























[1] Y＞0である場合，E － 2 ならば　　　　　　　　　　　　　　　 （24a）
－（n＋1）＜E＜－2 ならば　　　　　　　　　　　（24b）


































この節の最後に，第２節と同様， X Y≠ 0である場合を検討しておこう。 X Y＝ 0の仮定の
もとでは，（19）における Yの係数 2＋E（2－nsi）が負であるとき，利潤の変化に関して不完
全競争企業に特徴的な現象が生じた。一方， X Y≠ 0である場合には，（18）における
2＋E（2－nsi）の符号に加えて，X｛ si（n＋1）－2｝ X Yの符号も考慮しなければならない。
X｛ si（n＋1）－2｝ X Yの符号は si（n＋1）－2と X Yの符号に依存する。このうち，si（n＋1）－2の
符号については，
si（n＋1）－2 0 si 2／（n＋1）， si（n＋1）－2＜ 0 si＜2／（n＋1）
が成立する。よって，2＋E（2－nsi）が負であるとき，不完全競争企業に特徴的な現象が生じる
ための十分要件を以下のように整理することができる。
【性質４】不完全競争企業に特徴的な現象，すなわち， X Y＝ 0のもとで， Y＞ 0であると
きに dπi／dqY＜ 0，および Y＜ 0であるときに dπi／dqY＞ 0が生じるための必要十分条件，
2＋E（2－nsi）＜0が成立しているとする。ここで， X Y≠ 0を仮定する。この仮定のもとで不
完全競争企業に特徴的な現象が成立するための十分条件は以下のようになる。
[1] Y＞0であるとき
① X Y＞ 0であるならば，si＜ 2／n＋1であることが dπi／dqY＜ 0となるための十分条件にな
る。この条件は（20b）におけるEと siの組合せに対して siの上限に制約を加えるものである。




① X Y＞ 0であるならば，si＞ 2／n＋1であることが dπi／dqY＞ 0となるための十分条件にな
る。この条件は（23a）におけるすべてのEと siの組合せにおいて成立すると同時に，（22b）を
満たすEと siの組合せに対して siの下限に制約を加えるものである。





































































はじめに， Y＞0である場合を考える。 X Y＝0であるとき，（28）は，
（31）
と表現されるので，dqX／dqYの符号はE＋1の符号に一致する。また，（10）より（30）の右辺
の 1＋E（1－nsi）の符号は dxi／dqYの符号に一致することがわかる。よって，dπi／dqY＜ 0が成
立するためには，（ ）E＋1＞ 0（すなわち dqX／dqY＞0）であるときには 1＋E（1－nsi）＜ 0
（すなわちdxi／dqY＜0）が成立しなければならず，（ ）1＋E（1－nsi）＞0（すなわちdxi／dqY＞0）
であるときには，E＋1＜ 0（すなわちdqX／dqY＜ 0）が成立しなければならない。また，（ ）
























（11b）ではEの上限が－1となるため，（ ）を満足する siとEの組合せは（11b）を満足する si
とEの組合せと一致する。
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On the Relationship between Economic Behavior of the
Asymmetric Cournot Firms and Price Change in Other Goods
Haruhiko KOREKAWA
（Department of Law, Economics and Public Policy,
Faculty of Literature and Social Sciences）
We analyze the economic effects on behavior of Cournot firms induced by price change in other goods.
Especially we consider change in supply and profit of each firm, taking account of market share of firms
and the elasticity of slope of inverse demand curve.
We propose the characteristic phenomena cased by the increase in the price of other goods. These
phenomena are as follows.
Suppose the slope of the inverse demand curve of goods X, which are produced by Cournot firms, does
not depend on the price of other goods Y.
1. In the case where inverse demand function of goods X is strongly convex:
If goods X is substitute（complement）of goods Y, a price increase in goods Y may induces a decrease
（increase）in the supply of firms whose market share are lower.
2. In the case where inverse demand function of goods X is strongly concave:
If goods X is substitute（complement）of goods Y, a price increase in goods Y may induces a decrease
（increase）in the supply of firms whose market share are higher.
3. In the case where inverse demand function of goods X is strongly convex:
If goods X is substitute（complement）of goods Y, a price increase in goods Y may induces a decrease
（increase）in the profits of firms whose market share are lower.
4. In the case where inverse demand function of goods X is strongly concave:
If goods X is substitute（complement）of goods Y, a price increase in goods Y may induces a decrease
（increase）in the profits of firms whose market share are higher.
山形大学紀要（社会科学）第39巻第１号
